
【取組内容】 ①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（社会科 授業公開：６月）

箕輪町立箕輪中学校・箕輪町（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

授業者の個人的な研究テーマ
『思考の言語化を促す教材・教具、支援の工夫』
Googleスライドを用いて、考えを表現したり、共有したりし
た。生徒は、教科書、資料集、インターネットから該当する情
報を精査し、スライドにまとめていった。教師は適宜、個人や
グループに対して、声がけを行った。

【成果】
★個別最適な学びの場面
まとめるものはGoogleスライドだったが、調べる物自体は教
科書、資料集、インターネット、友との共有などあり、学習方
法は多岐にわたっていた。（本時では指導の個別化が多くみら
れた。）
★協働的な学びの場面
Googleスライドを用いることで、グループ内はもちろん、他
のグループで同じような内容を検討している友とも共有するこ
とができていた。また、友とスライドを見合ったり、他のスラ
イドを参考にしたりしている生徒もいた。



【取組内容】 ①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（社会科 授業公開：１２月）

箕輪町立箕輪中学校・箕輪町（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

手立てについて
→自分が選択した立場によって、３つの政策を評価していた。
ICTを用いることで、一人だけではなく、色々な立場との意見の
交流が生まれるように工夫した。

★個別最適な学びの場面
武士・町人・百姓という３つの立場を生徒自身が選択できるよ
うにした。立場によって、それぞれの政策に対して、評価する
視点を与えることで、メリットやデメリットを自分なりに深め
られるようにした。
★協働的な学びの場面
クラス全員が入って操作できるようなICTのホワイトボードツー
ルを活用し、画像を動かすことで、自分なりの考えをまとめて
いた。その様子はクラス全体の生徒が見られる状態になってい
たため、離れた席の生徒同士が授業の後半で、クロームブック
を見ながら、直接意見を交わしている様子も見られた。（右下
の２枚の画像）
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